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はじめに 

 
 本報告書は，2005 年度にアジア経済研究所で実施した 2 年間にわたって開

催される予定の「開発問題と福祉問題の相互接近－障害を中心に」研究会の 1

年目の中間報告書として作成されたものである。 

 開発途上国の障害者の問題は，これまでその研究，政策実施のための基盤

の整備等の必要性が言われながら，我が国では本格的な研究等が遅れていた

分野である。開発途上国の貧困問題の解決のためには，貧困者の中で 20%か

ら 30%を占めると言われる身体障害者の問題の解決は不可避である。農村部

の障害者に至ってはほぼ 100%が貧困層であるとも言われている。開発研究は

もちろんのこと，障害の分野の学術的研究である障害学の蓄積の中で，今般，

ようやくその機が熟してきたと言える。国連やその他機関での障害について

の枠組み開発と障害とを結びつけられる社会モデルへと変わってきており，

さらに現在では，子どもや女性に続く形で障害者の権利条約と呼ばれる国際

条約に向けての取り組みが国連で開始されている。条約案に向けての議論で

は，社会モデルに根ざしたアプローチから人権アプローチと呼ばれる開発途

上国，先進国を問わず，障害者の人権を保障していく方向がより明確になっ

てきている。こうした状況を踏まえて，世界的に「開発と障害（Disability and 

Development）」と呼ばれるようになってきた本報告書で取り上げられている問

題に対し，各国の障害者についても，福祉・慈善的なアプローチではなく，

開発プロセスに参加する一員であるという認識からの開発アプローチの観点

から取り組んでいくことは現在，喫緊の問題であり，それに資する研究を社

会科学的観点から行うことが強く求められている。 

 これはとりもなおさず，障害者の問題に福祉関係者，障害関係者に限定さ

れた問題としてアプローチするのではなく，開発に関わるより多くの人たち

の中での課題として，障害・障害者の問題を考えていく，すなわち開発問題

の中での障害の問題のメインストリーム化への道程が始まったことを意味す

る。また障害をもつ人たちが開発過程に参加できるようになるためには，彼
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らを縛っている社会的，経済的軛（くびき）についての認識の共有とそれか

らの解放（Unlocking）であるエンパワメントが必須である。メインストリー

ミングとエンパワメント，国際社会でも「開発と障害」へのアプローチの基

本的姿勢として認知を得つつあるこの考え方に基づいて，本書も編まれてい

る。本報告書は，経済学，法律学，人類学，社会学等からの学際的なアプロ

ーチで，「開発と障害」の現状，あるべき姿等について議論を交わした成果で

もある。 

 本報告書の構成は，まず総論として，開発と障害の全体的な枠組みに関わ

る第Ⅰ部で，「開発と障害」のための基本的考え方についての議論，国連開発

計画の人間開発指標の障害を念頭においた見直し，また実践のためのフレー

ムワーク，開発援助という観点からこの問題に取り組むことの大切さを改め

て論じた。次に第Ⅱ部として，国連で進行中である障害者の権利条約の経過

を追った分析と法制から見た開発と障害ということで，障害者を法的に支援

する枠組みである法的扶助とを行っている。最後に第Ⅲ部として，障害当事

者の状況と問題を，西・中部アフリカのろう教育形成史，また開発の側から

障害を取り込んでいく代表的な枠組みであるCBR についての議論を整理した。 

 なお，当研究会においては，執筆を担当した委員の他にも講師として，国

連 ESCAP でアジア太平洋障害者の 10 年の牽引役として長らく活躍された自

らも車椅子ユーザーである高嶺豊琉球大学法文学部教授，人類学の立場から

障害分野への鋭い切り込みをされた九州大学大学院人間環境学府の内藤順子

氏に，それぞれお二方ならではのお立場から「開発と障害」の分野への切り

込み方と現場でのご経験などをお話し頂き，研究会の議論に大きな刺激を与

えて頂いた。毎回の研究会では，研究所内から，佐藤寛参事，重富真一参事，

牧野久美子研究員，久保公二研究員にオブザーバーとして活発なご意見を頂

いた他，議論に参加して頂いた。さらに，研究会の幹事である小林昌之主任

研究員には，煩雑な事務的作業から編集段階の補佐まで研究会を支える裏方

として力を尽くして頂いた，ここに記して感謝の意を表したい。 

 なお冒頭にも書いたように本報告書は，二年研究会の中間報告である。一
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年目の成果として，最終報告書のための叩き台を提案させて頂いていること

になる。このため，読者諸兄諸姉にあっては，ぜひご批判・忌憚のないコメ

ントなど編者までお寄せ頂きたい。二年目の最終報告書に向けて，頂いたご

意見等，最大限活用させて頂く予定である。 

2006 年 3 月 

編者 
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